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論文内容要旨

 A1卿んr・∠6p認論α(ネフ・レピディナ属)は原生動物・有孔虫目・Lepidocyclinidae科の1属で

 あり,底生大型有孔虫である。これは低一中緯度地域の第三紀浅海底堆積物中に汎世界的に産出し

 しかも顕著な系統遺`化がたどられることから,この化石は地層の対比と古環境指示者として重要な

 意義を有する種群である。

 本邦に広く分布する新第三紀海成層は多数の堆積盆地に形成されて輪転離れた堆積盆地間の地

 層の対比は複雑な層相の変化によって,地層生成の同時性の確認は難しい。本邦新第三紀下部層に

 嵐漉p糎。擁η認乞㎜の産出が占くから知られ、矢音1(1906、.矢部・半沢(1922、,半沢(193D

 の研究により,ヨー・フパの第三紀標準年代の層位区分の標式層産椀p侮・島PL臨脇との比較検討

 にもとづいて、下部中新世(Burdigalian、であると結論され、地層の対比がなされた。更に今日

 まで,各種の化石にもとづく地層の対比が多くの古生物学者等によりなされてきたが,最近,斉藤

 (1963)は浮遊性有孔虫から新第三紀層の詳細な分帯を確認し,いっそ・う地層の対比に役立った。

 しかし,浅海堆積盆地間での地層の対比は依然として,ル叩んTO房炉伽畷がもっとも有効であり,

 泌勉r・彪μ西脇と浮遊性有孔虫聞の関係を追求する必要性が本邦の新第三紀層の対比を知る上で

 住じている、、また,近年漉p耐・亮p認めαの研究も進んできて,本邦産の試料から時代と地層の対

 比を再検1付する必・」要がある。

 筆者は本邦の秋田県より静岡県に至るまでの11箇所の各堆積盆地から,すでに報告されている産

 地から網羅的に採集し,史に,新産地を加えての試料採集と野外調査の資料を中心に,また,イタ

 リrギリシセ,オーストラリアの古第三系上部Ohat“anから新第三系下部のBurdigajianに

 いたるまでの比較研究標本を得て,本邦産のN卿ん助琵p認mαの研究を行なった。

 本論文は醗Pんr・亮炉ぬπαの低次類位の分類,種レベルでの進化,顕球型標本の個体発生の初期

 の胚芽室(embryonicchambers)の構造形態をもとに,本邦の下部中新置の分帯を論じたも0呪ある。

 各標本は徴球型にくらべて圧倒的に多産する顕球型を重点的に研究するために,解剖学的観察と

 測定用に各方位の断面薄片を作製i、,単体として抽出できるものは外部形態の観察をも行ない,で

 きるだけ多くの形質を検鏡して求めた。精密な形質の測定値から統言†的解析を手掛りに客観創の高

 い結論を導入した。

 本邦産醜煙丁・島p認臨αは各地域ごとで,各個体群を構成する標本の個体発生の最終段階の殼の

 直径と厚さから,5%危険率の棄却楕円を求めた。この楕円は殼の大きさにか、わらず,2形質で

 変異の巾と方向性を同時に求めることができるので,種の変異を追求するのに有効とされている。

 本邦からは、非常にcentraibossの発達している殼と発達不良好の殼との2種類が棄却楕円か

 ら明瞭に区別された。両者は石灰岩'砂岩・頁岩などの異った岩相から産出したものでも,それぞ

 れ安定した変異の枠でおさえられ・内部構造の形態からノV2Pんr・∠8P認碗ααπ興イ・3αと蹴プαP・寵・α

 が識別された。外国産は本邦産の標本とは異った内部構造を示す殼であり,ノV卿ん初∠8餌痂麗ん。ω一
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 ・漉μ,私6側"し・麗τあ罵規・τgα漉が同定されたが,これら3種の棄却楕円から碗pんr・∠ep認磁

 脚下∬伽“ま瓦αηg認・躍と同様の変異巾と方向を示し,centralbossの発達が良好,ノV8p扉・∠8一

 餌一語αω雄πo麗幅は瓦ヲ'αp・擁・αや瓦ん・脚漉冠と同様の変異巾と方向を示し,cenもraiboss

 の未発達を示した。

 各種が明らかに異ることは個体発生上のembryonic,nepionic,neanic各s七ageにおける殼の

 成長度から知ることができる。成長度は各volutionごとのshellformおよび直径と厚さからの

 fomratloとallomeむry,▽01ロtionheig姉とvolutlonむh三ckness,中央室(eguatorialcha-

 mbers)の形,V。角,pillarの各形質から追跡して,各種の個体発生の概念図を示した:。

 各種のallometryは相対成長として取り扱い,各種とも図と式からみられるように単相ano一
ぽ

 metryに従った。y=bxの相対成長式のαは系統発生的関係を示すと言われており,α値から

 漉pんr・♂ε声概照の各種間の系統関係を類推することができた。また,shellshape、peripheryの

 発達度.piiIarの太さ,V。角から側室(lateralchambers)の配列,voluむionの数,時代的

 に新しい形の中央室の出現,等の各形質と産出層準を加えて,次の系統関係が知られた。

 ハ「8PんroJεμ血肥皿oT9伽乞～〃・αη'9認03α・亙・ω麗"LO苗¢γ三一航ん。ωoん三冠・/V・'o砧τπo乙。ετ舌一

 〃・ノαρo漉。α。

 Lepidocychnidae科の分類は古くから,胚芽室の構造形態から属の識別がなされてきたのだが,

 最近になって・VanderVlerk(1959・1963、により・各構造形態はL8p凝・・yoJ加α(s.s),

 ノV8p伽。∠¢炉伽πα,Tτyゐイ乞・∠叩躍動α各層が相ついで出現することに着眼し、胚芽室の第1室が第2

 室に囲まれる構造は時間的に増加するというembryonicaccelerationの現象をBiome七ry解析で

 実証し,漉pんr・島炉轟砿属として一括できた。筆者も本邦の資料と外国の資料にもとづいて,こ

 の見解を検討し、このembryonicaccelerationの他に,nepionicacceleradonを加え,両面

 から/v印旛。島p認伽αの進化を検討するために,時間的空間的に分布する輝体群からなる種に求めた。
 本邦産の標本のembryonicとnepionic両accelerationをもとにして.特に,前者のFac七〇r

 A(第2室が第1室を囲む程度比)から,日本の下部中新統を下部から上部に次のような3つの

 formgroupに区分できる。この3つのfolmgroupは互いに漸移的である。

 (1)formgroup1:このgroupは胚芽室の形態がほずisolepidlneから典型的なnephrolepidine

 までの範囲のもとで,Fac七〇rAの平均値は47、12-5L67である。高崎地域南西に発達する

 富岡層群井戸沢層の虻田石灰岩部層からの漉pん加島炉血肥と同時異相のシルト岩からの浮遊

 性有孔虫は0面6乞ge琵πα置石」∠α言鯉麗`α/G!・加g8rぬ・認83玩3pんθ短・齪SubZOneであり,

 このgroupの層準は,このSubzoneに対比される。虻田の漉Pんτ・♂εP観照よ%原始型の胚

 芽室の構造形態をもづ固体群も,三笠層群の西郷層(・女神層・),西八代層群河口層,巨摩層

 群桃の木亜層群上部岩体に存在するので,このgroupは先のSubzoneより下位のzoneも認め

 られる可能性もある。イタリーのlowerAquiLanlanからの飽p加oJ`が直πα皿。rg疏乞の胚芽

 室の構造形態より・このgroupはより進化した構造形態になっているが・イタリー'ギリシャ
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 のehattianの舵pんr・亮p観客πα伽解α冠とは全く異るものである。

 (21fo㎜group2=このgroupは下位{11と漸移するが・より進んだnephrolep三dine型の胚芽室
 からなっている。FactorAの平均値は50,14-52,85である。オーストラリアのCarLer-s

 unle9(Burdlgalian、からの漉pんr・'8μ説πα加ωc短π乞の胚芽室の構造形態は丁度・この

 groupのほ寸中間的なFactorA値を示している。

 13〕formgroup3:このgroupは下位(21のと漸移するが、更に進んだnephrolepidine型からも

 はやtrybliolepidine型までの胚芽室になっている。この段階にいたっては,下位(1)とは異っ

 た形態になっている。FactorAの平均値は52・16-56・55である。このgroupに属する個体

 群は佐久問層群中原層、湯が島層群加殿層と下白岩層,虻田石灰岩部層最上部岩体,桑折層,

 名取層群茂庭層,丹沢層群煤が谷亜.層群落合層等である。中原層,茂庭層は浮遊性有孔虫の

 Oj"膨如/Ojなp舵下面翻Subzoneにあたるが,下白岩層からの碗p加・宛p堀臨αプαp・一

 π加αと航肌g雇0∬はともに,中原層の肌プ叩0庇・α・ノV・απ興め3αと茂庭層からの乱プr

 p・π加αと非常に類似した胚芽室の構造形態を示している。

 以上のようなノVεp加・島p認乞παの系統発生的進化を示す胚芽室の構造形態からのformgroupの

 区分から,日本の下部中新統の各地域にわたる対比が試みられた。この対比をもとに,更に,古動

 物地理区の様相を3枚に図示した。これから,本邦には、碗p加。亮p掘論αプαp・漉。αとノV.㈱興一

 ん躍が共に掛川地域から関東地方へ侵入し,ノV.フαp・π加αは更に漸次北上して秋田県湯沢市東方

 あたりまで生息域を広げていったことが確認された。凡グ叩・彫・α・凡απ卿イ・躍と共存する碗・9-

 yp3論α,〃乞。宛p認。叩。∠鵬α、Oy。あ。イ朔脇3はノV.απ卿面銘と共に関東地方までの生息域を示して

 いる。

 本研究において同定された大型有孔虫隔pんr。島p堀乞照5種,〃め∬yp3zπα1種,M加島p認。。y。一

 直麗1種・(7yθ∠・・♂yp%31種・17・物置惚㎜1種・Oyp“㎎1種を記載し図版に示した。
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 論文審査結果の要旨

 本研究は大型有孔虫醜pんT。宛炉ぬ肥の分類・進化・分帯を明らかにしたものであって,第1章

 では日本の陥p肚・イεがd加αの産地である秋田県から静岡県に至る11ケ所の層位を調査し,その参

 考資料として,イタリア・ギリシア・オーストラリアの飽p励・12p誠了厩の産出層準,岩相の記載

 をした。またこれらの隔p扉・命p液肥と共産する浮遊性有孔虫類の分帯との関係をも明確にした。

 第2章では,岩石中から微化石をとり出す方法を論じ,研究方法として顕微鏡万能投影器による

 測定法を求べている。

 第3章では,飾p加・亮が痂聰の研究史を論じ,その分類に有効な形質の生物学的意義を吟味した。

 また同一形態殼の変異を統計的に処理し,種のレベルでの同定に根拠を示している。

 第4章では種のバイオメトリーを論じたもので,測定する形質の生物学的意味,即ち個体発生学

 または系統発生学上の吟味を行っている。

 第5章では,個体発生の諸段階における殼の成長度のクライテリァとして,各種の形質の変化を

 追跡し,その概念図をグラフによって明確にした。

 第6章では,系統発生は,個体発生初期の8皿6ry・寵・,麗が。π乙62過程中の形質変化から追跡で

 きることを求べ,さらに,成体までに経過する諸形質の変化が,系統的にどのような関係を有する

 かについて詳細に論じている。

 また,この章で,日本産の翫pんτ・島p認知αの進化段階から3つの層準に分帯することが可能で

 あるということを明かにした。

 第7章では,醗pゐroイ召〆銑παと共産する他の大型有孔虫観・gyp3加α,脇。島p嘱㏄y・∠加α,Oy・イグ

 ・勾p肥3,∬・脚伽㎜,o塑3晦αをも記載して,その層位関係を朋かにした。

 以上,松丸国照提出の論文は,醗p肋・鳥餌面雁の進化とその層位分帯とを,詳細に研究したも

 のであって,多くの知見を加えたものであり,理学博士の学位論文として合格と認める。
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